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１．はじめに
　2017 年 8 月 2 日（水）、本研究センターの重要な研究対象の一つである日本列島への渡来系の
人々の定住に関して貴重な資料を提供している群馬県・金井遺跡群の発掘現場（主に金井下新田
遺跡など）を、現地の調査担当者による案内を受け、古代集落の構造（特に先住の人々と渡来系
の人々との関係など）についての調査を行った。
　この地では、国道 353 号金井バイパス（上信自動車道）道路整備事業に伴って発掘調査が開始
された。とくに 2012 年 11 月に群馬県渋川市の金井東裏遺跡において「甲を着た古墳人」が発見
されて以降、人々の耳目を集めた。金井東裏遺跡に続いて、古墳時代の地域首長の関連施設であ
る囲い状遺構、祭祀跡などといった発見が相次いだ金井下新田遺跡の調査も進められている。今
後も続けられるこれら一連の遺跡群（金井遺跡群と総称）の発掘調査は、考古学的な成果ととも
に、古代集落史の研究に極めて貴重な資料を提出するものとして注目される。
　金井遺跡群の一つである金井下新田遺跡は、2014 年度より調査が開始され、まず 5世紀後半
の鍛冶遺構が発見された。この遺構は一辺が 10 メートルほどの大型の竪穴住居跡で、中央部の
床面からは鍛冶炉や鞴の羽口、砥石や多量の鍛造剥片が出土している。この地を 6世紀初頭のＨ
ｒ‐ＦＡ（榛名山二ツ岳火山灰）が覆っていたことが判明していることから、ここでは 5世紀
後半に鉄器が生産されていたことが明らかとなった。
　また、その後の調査で、6世紀初頭の榛名山噴火による火砕流と火山灰に埋もれた状態で東辺・
西辺はそれぞれ 48．6 メートル、北辺は 54 メートル、南辺は 55．8 メートルという方形で構成
された囲い状遺構が発見された。この囲い状遺構の発掘によって、高さ 3メートルの網代垣が一
辺約 55 メートル四方を囲み、網代垣の内側には大型竪穴住居と掘立柱建物、円形遺構などを規
則的に配置した施設の存在が明らかとなった。この施設は古墳時代におけるこの地域の首長の拠
点であったと考えられている。また、囲い状遺構の外側には古墳の副葬品として出土例がある高
杯形器台を含む祭祀用の土器、臼玉や石製模造品などが火山灰の下より発見され、古墳時代のこ
の地の生活の一面を垣間見た思いであった。
　今回の調査では、一般の集落とは異なる特徴をもつ金井下新田遺跡を中心に踏査するとともに、
群馬県埋蔵文化財調査事業団においては、この遺跡及び関連遺跡からの出土物を調査し、当事業
団の研究者と本研究センター研究員との間で、渡来系関連の遺物、及びその特徴について意見交
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換し、当地における渡来人の位置づけを本センターが研究方法の一つとして提起している中心―
周縁の視点から検討した。
　なお、調査参加者は以下の通りである。
　　飯尾秀幸　　（本学文学部教授・本センター代表）
　　高久健二　　（本学文学部教授・本センター研究員）
　　土生田純之　（本学文学部教授・本センター研究員）
　　田中禎昭　　（本学文学部准教授・本センター研究員）
　　福島大我　　（本学文学部兼任講師・本センター客員研究員）
　　多田麻希子　（東京学芸大学教育学部兼任講師・本センター　ポスト・ドクター）
２．調査内容と成果
　高崎駅を 10 時に出発し、発掘調査中である金井遺跡群の一つに属する金井下新田遺跡を、調
査担当者である公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・桜岡正信氏の案内により見学した。
　6世紀初頭の榛名山二ツ岳噴火は 15 回程度の噴火を繰り返しながら、周囲に火山灰や火砕流
を堆積させている。それぞれの火山噴出物はＳ 1～Ｓ 15 という標準層序に整理され、金井遺跡
群では火山灰（Ｓ 1、Ｓ 2）、火砕流（Ｓ 3、Ｓ 7）の四層が遺跡形成に多大な影響を及ぼしている。
　今回主に調査したものは、囲い状遺構を区画していた網代垣である。網代垣は、上述したよう
に高さ 3メートル、厚さは 30 ～ 40 センチメートル前後で、最初の噴火による火山灰降下時には
建っていたが、その後に発生した火砕流で倒壊したと考えられ、火砕流の熱により燃えながら埋
没したことによって、当時の姿のまま炭化した状態で残存した。その後の調査研究により、この
網代垣は角柱を 1.8 メートル間隔で設置することによって支えられ、網代にはアシやシノダケの
ような中空の植物茎が用いられていたこと、中層によしず状の構造材を差し挟む三層構造であっ
たことなど具体的な構造が明らかとなった。
　つぎに囲い状遺構の内部に配置されていた大型竪穴住居や掘立柱建物の発掘調査を見学した。
堆積している火山灰の状況から、被災前にすでに屋根や垂木が撤去され、梁桁の解体も進められ
ていたこと、しかし噴火の前兆を受けてその解体作業が途中で中断されていたこと、そこへ噴火
が起こり、火山灰が堆積し、火砕流による主柱が傾斜して梁桁落下するという経過により、この
建物が埋没したことなどが推定可能となった。
　以上のことから、金井下新田遺跡は周辺一帯を治めていた首長の広義の政治的拠点であったと
考えられる。しかし榛名山噴火時に解体途中であったことなどから、やがてその機能が停止され
ていたことも判明した。
　この遺構について、たびたび首長の政治的拠点が移動していたこと、一般の民が居住する住居
が発見されていないことなども含めて、この施設の性質、あるいはこの施設と地域社会との関係
が如何なるものなのか、今後の研究の進展に期待したい。
　午後より金井遺跡群に属するもう一つの遺跡の踏査を行った。その調査区では、古墳時代の竈
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付き住居や馬の足跡などが確認された。住居は、榛名山の噴火によって降り積もった火山灰の重
さで、屋根がそのまま崩れたという状況で発見されている。また、調査区で掘り進められた地壁
の断面からはその後に降り積もった火山灰の堆積状況が層として区分され、短い期間で連続的に
噴火する情景が鮮明に読み取れるものであった。
　その後、群馬県埋蔵文化財調査事業団へ移動し、金井遺跡群（主に金井東裏遺跡や金井下新田
遺跡など）及び関連遺跡からの出土物を調査した。金井遺跡群に属する金井東裏遺跡から発見さ
れた鉄鏃と鉄矛や骨製小札を確認し、渡来系関連の遺物、及びその特徴について意見交換を行い、
この集落での先住の人々と渡来した人々との関係、あるいは、この地域のなかにおけるこの集落
の位置づけなどの問題について議論を深めた。
３．おわりに
　先にも述べたように、本センターでは研究方法として「中心」と「周縁」という関係性を視点
とすることを提起している。今回の調査を通して、この金井遺跡群は、渡来人と先住民、集落と
その住民、地域と集落など様々な関係に、この「中心」と「周縁」関係の重層性、主体性、相対
性が可視的に現われているものと理解され、その意味からもこの遺跡が重要であるとの認識を、
センター研究員の間で共有することができた。
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写真２　発掘状況を解説する桜岡氏
写真 1　金井下新田遺跡発掘作業風景
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写真 4　調査参加者と桜岡氏
写真 3　当時火砕流が押し寄せてきた方向
